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研究成果概要 
平成 15 年度末にオーストラリア・ウーメラに完成した 10 m 口径大気チェレンコフ望

遠鏡 4 基のステレオシステム（CANGAROO-III：下図）により、南天 TeV ガンマ線天

体の観測を継続的に行っている。平成 21 年度は、Fermi 衛星により GeV 領域ガンマ線

信号の検出が報告されている LMC の 30 Doradus 領域を重点的に観測し、約 68 時間の

長時間観測データを得た。30 Doradus は局部銀河群において最も活発なスターバースト

領域として知られ、この領域の観測から H.E.S.S.が TeV 点源を発見したという報告もあ

る。今後観測データの解析を行い、論文としてまとめていく予定である。また、完成か

ら 5 年以上経過した望遠鏡システムは老朽化しており、装置の修理、維持作業に 1 シフ

ト分以上の時間を費やした。 
これまでに取得した観測データの解析を行い、平成 21 年度は 4 編の査読付論文を公表

した。CANGAROO-I 3.8 m 望遠鏡で TeV ガンマ線信号を検出した 3 天体の観測データ

を再解析し、その結果を H.E.S.S.の追観測の結果と比較して議論した（論文 4）。南天 の

近傍銀河団と SS 433 領域に関する 2 編の博士論文を整理して公表した（論文 1 と 3）。
また、PSR B1706-44 近傍から拡散 TeV ガンマ線信号を検出した（論文 2）。現在さらに

H.E.S.S.未同定天体に関する 1 編の論文を投稿中である。 
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